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　　　　　　　　　　　　　　　Down の 外 科 研 究 園 　
1

曩 に ダーウ ィン の 家 を」買ひ 英 國 に 寄附 した BUCKST・ts・・BR ・ W ・ E は 蝦 ダーウ t ン の 家に 隣接 す る地所 を

外科 研 究 の 爲 め に 寄附 し The　BUCKSTOPt’　BRo “
’
NE 　Surgical　FaTm と い ＄・

，

』6 刀 12 日に The　Royal
Co］】ege 　of　Snrgeollsの 長 Sir　Hoi．BttRT 　W ．tRlh ’G ［こ よつ て 正 式に 開所，退職 した Sir　ARTHER 　KETH が

こ れ を 監督す る こ と 1こ な つ た
。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 谷津直秀

　　　　　　　　　　　　　　　　新 著　紹　介

　　 黒田長禮著 Bi・ds　of 　the 　lsland　of 　Java，　Vo1．1，　Passeresジ †
バ 島の鳥類 ， 第一卷 ，

　　　　　　　　　　　　　燕雀類 pp ，　XV 十370 ，
　p】s．　XIV

，
1map ，

　昭 和 四年 ジ ャ
バ に 於 て 第 四 囘太 準洋 理 科學 大 會 の 開 かれ た 時 ， 著者黒 田博士 は 親 し く日夲代表員の

一

員 と し て 參列 し，其 際 標 品 を採 集 し，歸京 後f隷ほ 種々 の 方 法 に よ つ て 標 品 を多 く し ，
こ ttに よつ て 研 究 せ

られ た 結 果 で あ る
。 英 文 を以 て ec　1）　i 是に よ る と

，
19・　Lng 年 DAMMERM ，盛 の 研 究 で は Jai・a に 居 る 鳥 の 種

類總數 445
・ 種 と巫 種 と の 總數 490

，
1929 年 BAKTELs 及 STRF．sE ）・A ・N 共 著 で は 種の 總 數 436，種 と亜 種

の 總數 492漕 者今 囘の 研 究 1・ よ る 種の 総數 437，種 と亞 種 と の 總 數 5。2 で あ る 。 本書 は 第一卷で
， 書物

の 大 さは フ t ’）オ 型 蔦 大 きい 立 派 な も の で
， 圖版は 凡て 色嗇 で あ る 。 （昭和 8 年 sn 　30 日fifk 定價

35・00 賣捌 所東京 日本僑丸 善株 式 會瓧）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 田 中茂 穗

　　　　　　　　　　　大 橋 砧 之 助 著 　 　科 學 者 は 斯 く生 き る

著 者 膿 學 部水酵 科 の 卒業後 醫學 を 京 都 大學 に 修 め 醫脚 甦 の 學 位 を得 た 大橋 氏 ， 表題だ け で は 問

題 が判斷で き な い が こ れ は 著者外遊 の 際 ラマ ル ク ， ダー
ウ ｛ ン ，ア ン リ冖フ ァ

ーブ ル ，メ ン デ ル ，ヂ ェ ン

ナ
ー

の 傳記 を研 究 し 鎧蹟 を尋 ね た 結 果で あ る。然 し單 な る傳記舊蹟 の 記 載で は な い
， こ の 生 物學 の 四星

が 人 と して 如 何 に 生 きた か を流 暢な 筆で 記 して あ る ， 著者 撮影 の 寓眞 が 多 く入 れ て あ る ， 讀ん で 面 白い

ば か り で な く大 に 我 々 に 教 ゆ る もの が あ る o （恆星祉發行，昭 和 8 年 7 月 發行 ， 定價 1．80》　 谷 津直秀

幽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　會　　　報

小 山準二 氏　は 1931 年 の 夏 以 來 米英 に 滯在研 究 され が 本 月 3 月 に 父 君 を失 は れ 最近 印 度洋 を通 り歸朝 。

畑 井 教授　は 6 月 131，l　Vaueouver の Uniyer“．it∫ of　Brltish　Co］ullユbk　よ り LI．．　D ．の 學 位 を 得ら

　れ た こ れ は 同 教授 の 名譽の み な らず 日本 の 名 譽 で あ る。同 時 に 動物 學 者 で は パ リ ーの GRAVER が 同

　 學 位 を得 た
。

岡 田 彌一
郎氏　は 米國 よ リ歐洲 に 渡 られ 約一年 の 研 究 族行 を終へ再び 米國 を經 て 去 る 5 刀 25 日無事歸

　朝せ られ た 。

耳瀕 恭 介 氏 は ヴ ・ 〃 一ヴ 7 一開催の Pacific　C ・ ng ・ess に 出席 8 月 3 口錨朝せ られ た
。

蒲原 稔 治氏 （高知 高等學 校教授） は 8 月 1 日 よ りlb 日まで を 魚 類 研 究の 爲 め 東大動物 學 教室で 暮 さ

　 れ た 。

蒲生 英 男氏 11930年 卒業 ） は 自動 車 ひ 舗 の 負傷 よ 咬 快 7A17 日附 に て 文 部省圃書修官補 に 任 ぜ ら

　 れ た 。

乎岩馨邦氏　は 7月 31 日尊 父愃保 氏葬儀 の 爲め 禺京，哀悼 の 意 を表 す。

鎌 田 武 雄 氏 　は 秉 ね て Cambridgb　tこて 研 究 中で あ つ た が 7 月 7 日 Ieeds大學 の 實 驗生 物學 會出席大陸

　の 旗行 に 上 り 7 刀末 ・Cambridge 大 學 の International　Congress　of 　Exp ．　G3tologyに 出席米國に

　 渡 lj ユ1 月 牛歸朝の 豫定。
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